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73 住居属性分析からみた柄鏡形住居出現期の様相

柄
鏡
形
住
居
址
は
、

縄
文
時
代
中
期
末
葉
に
な
る
と
、
関
東
・
中
部
地
方
の
拠
点
的
な
環
状
集
落
が
終
焉
を
迎
え
る
。
こ
れ
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
、

細
長
い
張
出
部
を
も
つ
住
居
が
出
現
し
、
短
期
間
に
周
辺
へ
と
展
開
し
た
。
こ
の
住
居
は
、
形
状
が
我
が
国
で
中
世
以
降
に
用
い
ら
れ
た

「
柄
鏡
」
に
類
似
す
る
こ
と
か
ら
「
柄
鏡
形
住
居
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

一
九
二
四
年
に
東
京
都
町
田
市
の
牢
場
遺
跡
に
お
い
て
初
め
て
発
見
さ
れ
て
以
降
（
後
藤
一
九
三
二

a
.
b
)
、
青

森
県
か
ら
奈
良
県
に
か
け
て
一

0
0
0
ヶ
所
以
上
の
遺
跡
で
類
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
山
本
二

0
一
七
）
。
柄
鏡
形
住
居
址
の
研
究
史
に

つ
い
て
は
、
詳
細
な
山
本
暉
久
の
論
孜
（
山
本
一
九
九
九
）
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は
柄
鏡
形
住
居
址
研
究
の
主
要
な
課
題
で

あ
る
「
張
出
部
の
起
源
」
や
「
張
出
部
の
象
徴
的
意
味
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

柄
鏡
形
住
居
の
起
源
に
つ
い
て
山
本
暉
久
は
、
中
部
山
地
の
「
石
柱
・
石
壇
」
を
起
源
と
す
る
敷
石
風
習
と
、
埋
甕
を
埋
設
し
た
小
張

出
を
起
源
と
す
る
張
出
部
が
融
合
し
た
も
の
と
考
え
た
（
山
本
一
九
七
六
）
。
本
橋
恵
美
子
も
中
部
山
地
の
屋
内
敷
石
を
重
要
視
し
、
こ
れ

が
隅
円
方
形
で
小
張
出
部
に
対
ピ
ッ
ト
と
埋
甕
を
埋
設
し
た
潮
見
台
型
住
居
（
以
下
「
潮
見
台
型
」
）
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
柄
鏡
形

は
じ
め
に

住
居
属
性
分
析
か
ら
み
た
柄
鋭
形
住
居
出
現
期
の
様
相

川

島

義
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II 

呼
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

敷
石
住
居
が
成
立
し
た
と
し
て
い
る
（
本
橋
一
九
八
八
）
。
張
出
部
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
狭
い
出
入
口
に
よ
り
住
居
主
体
部
を
保
温
す
る

寒
冷
化
対
策
で
あ
る
と
い
う
考
え
も
示
さ
れ
た
が
（
後
藤
一
九
四

0
)
、
近
年
は
研
究
者
の
多
く
が
、
張
出
部
は
儀
礼
・
祭
祀
・
観
念
に
関

連
す
る
も
の
で
、
住
居
の
内
外
を
区
別
す
る
た
め
の
特
別
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
（
石
井
一
九
九
四
、
佐
々
木
二
〇

0
三
、
谷
口
二

0
1
0
)
。
柄
鏡
形
住
居
址
の
名
称
に
つ
い
て
山
本
暉
久
は
、
柄
鏡
形
住
居
址
に
お
い
て
敷
石
に
は
璽
要
な
意
味
が
あ
る

が
、
敷
石
を
も
た
な
い
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、
柄
鏡
形
（
敷
石
）
住
居
を
総
称
と
し
て
用
い
、
柄
鏡
形
敷
石
住
居
址
、
柄
鏡
形
住
居
址

を
必
要
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
（
山
本
一
九
八

0
)
。

牢
場
遺
跡
に
て
柄
鏡
形
住
居
址
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
一

0
0
年
近
く
、
ま
た
前
述
の
山
本
、
本
橋
の
論
孜
か
ら
三

0
1
四
0
年
が
経
過

し
、
そ
の
間
非
常
に
多
く
の
類
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
類
例
に
は
敷
石
、
埋
甕
、
対
ピ
ッ
ト
を
も
た
な
い
も
の
も
多
い

こ
と
か
ら
、
柄
鏡
形
住
居
の
起
源
と
張
出
部
の
象
徴
的
意
味
の
再
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
本
稿
で
は
張
出
部
と
敷
石
の
関
係
を
再
検
討
す
る
こ
と
か
ら
名
称
と
し
て
「
柄
鏡
形
住
居
址
」
を
用
い
、
各
部
は
図
1
に
示
す

柄
鏡
形
住
居
の
出
現
時
期
と
分
布
域

一
般
に
、
考
古
資
料
は
伝
播
・
拡
散
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
考
古
資
料
の
本
来
の
特
徴
が
変
化
し
、
失
わ
れ
て
い
く
場
合
が

多
い
。
柄
鏡
形
住
居
も
同
様
に
、
出
現
後
に
時
間
が
経
過
し
、
空
間
的
に
拡
散
し
て
い
く
過
程
で
、
本
来
の
特
徴
の
一
部
が
変
化
し
て
い

っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
分
析
対
象
を
柄
鏡
形
住
居
の
出
現
期
の
住
居
址
に
し
ぼ
り
、
住
居
址
が
も
つ
住
居
属

性
（
住
居
址
に
残
る
遺
構
属
性
）
を
定
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。
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向郷遺跡 S114（東京都）

主体部

張出部［

寺原遺跡 2号住居址 （神奈川県）

主柱穴

し＼＼＼ 埋甕 ゜

周溝

柄鏡形住居址 潮見台型

図1 住居址の各部呼称

県
八
ヶ
岳
西
南
山
麓
・
諏
訪
湖
周
辺
地
域
の

一
地
域
に
分
か
れ
た
。
し
か
し
、

行
っ
た
（
図
7
)
。
そ
の
分
布
域
は
、
柄
鏡
形
住
居
址
分
布
域
の

B
地
域
と
長
野

次
に
、
両
地
域
で
柄
鏡
形
住
居
址
が
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る
遺
跡
を
選
び
、

時
間
と
と
も
に
、
遺
跡
内
で
柄
鏡
形
住
居
址
数
が
ど
の
様
に
変
化
す
る
の
か
を

み
て
み
た

（表
l
)。
こ
の
表
か
ら
、
遺
跡
に
よ
り
柄
鏡
形
住
居
が
出
現
す
る
時

期
は
前
後
す
る
が
、
各
遺
跡
と
も
に
遺
跡
内
に
柄
鏡
形
住
居
が
出
現
し
た
の
ち

は、

短
期
間
に
柄
鏡
形
住
居
の
比
率
が
高
ま

っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、
加
曾
利
E
I
式
期
か
ら
加
曾
利
E
W
式
期
の
潮
見
台
型
の
集
成
を

る
様
子
が
う
か
が
え
る

見
さ
れ
て
い
る
、
関
東
・
中
部
地
方
の
加
曾
利
E
式
期
の
遺
跡
の
調
査
を
行

っ

(2
)
 

た
。
そ
の
結
果
、
柄
鏡
形
住
居
は
、
加
曾
利
E
皿
（新
）
段
階
に
長
野
県
東
信
地

域
・
群
馬
県
西
部
地
域

（以
下
「
A
地
域
」
）
と
東
京
都
・
神
奈
川
県
地
域
（
以

下
「
B
地
域
」
）
の
距
離
的
に
離
れ
た
二
つ
の
地
域
に
、
明
瞭
な
張
出
部
を
と
も

な
っ
て
出
現
し
た
こ
と
が
判
明
し
た

（図
2
)。
両
地
域
の
加
曾
利
E
皿
（
新
）
式

期
の
柄
鏡
形
住
居
址
の
例
を
埋
甕
と
と
も
に
示
す
（
図
3
、
図
4
)
。
そ
の
後
、

加
曾
利
E
W
式
期
に
な
る
と

A
.
B
地
域
と
も
に
遺
跡
数
や
類
例
が
急
速
に
増

加
し
、
そ
の
分
布
域
も

A
.
B
両
地
域
を
中
心
と
し
て
周
辺
へ
と
拡
大
し
て
い

（図
5
・
図
6
)。

ま
ず
分
析
対
象
と
す
る
住
居
址
を
集
成
す
る
た
め
に
、
柄
鏡
形
住
居
址
が
発
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シ -C ，唸 ‘・ぇ ●討 ' ,' 日本地理院色別標高図

［長野県］ 1．屋代 ［群馬県］ 2．横壁中村 3.田篠中原 ［東京都］ 4. TNT.No. 72 5．木曽森野

［山梨県］ 6.中谷 ［神奈川県］ 7.上中丸 8．新戸 9．ニノ丸

図2

周
溝
の
有
無
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
住
居
属
性
の
な

た
。
調
査
し
た
住
居
属
性
は
、
主
体
部
形
状
、
主
体
部
規
模
、

E
皿
式
期

・
E
W
式
期
に
柄
鏡
形
住
居
址
が
検
出
さ
れ
た
遺

加曾利EIII（新）式期の柄鏡形住居址分布図

変
化
し
て
い
る
か
を
み
る
た
め
に
、
出
現
期
で
あ
る
加
曾
利

住
居
属
性
の
組
み
合
わ
せ
が
、
時
間
と
と
も
に
ど
の
様
に

皿

住
居
属
性
か
ら
み
た
出
現
期
の
柄
鏡
形
住
居

(
-
）
住
居
属
性
の
分
類

跡
を
抽
出
し
、
当
該
期
の
住
居
址
の
住
居
属
性
を
調
査
し

張
出
部
、
柱
穴
型
式
、
炉
型
式
や
対
。
ヒ
ッ
ト
、
敷
石
、
埋
甕
、

る
。
住
居
の
起
源
を
潮
見
台
型
に
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
分
布
の
状
況
か
ら
は
、
柄
鏡
形

周
辺
地
域
に
は
加
曾
利
E
皿
（
新
）
式
期
の
柄
鏡
形
住
居
址
は

5
・
図
6
で
明
ら
か
な
よ
う
に
八
ヶ
岳
西
南
山
麓
・
諏
訪
湖

数
が
少
な
く
、
そ
の
類
例
も
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
図

柄
鏡
形
住
居
址
の
分
布
域
の
―
つ
で
あ
る

A
地
域
に
は
遺
跡
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屋代遺跡 SB5316（長野県） 屋代遺跡 S65325（長野県）
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図3 加曾利Eill（新）式期の柄鏡形住居址 (A地域）
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新戸遺跡 J3号敷石住居址 （神奈川県） 新戸遺跡 J9号敷石住居址 （神奈川県）
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図4 加曾利EIII（新）式期の柄鏡形住居址 (B地域）
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［長野県］ ］．北村 2．屋敷 3．郷土 4．平石 5．吹付 ［群馬県］ 6．横壁中村 7．三原田 8.白川傘松 9．三ッ子沢中

10.野村 11.空沢 ［埼玉県］ 12.古井戸 13.出口 14.上手 15. ll'J谷 ］6.坂東山 ［東京都］ 17.新山

18. TNT. No. 72 • 796 I 9.南養寺 20.野津田上の原 21.木曽森野 ［山梨県］ 22.三口神平 ［神奈川県］ 23．尾崎

24．岡上丸山 25. JII尻中村 26．寺原 27．大地OO戸 28.当麻第3地点 29．新戸 30．座間キャンプ 31．平和坂

32．稲ヶ原A 33．高山 34．ニノ丸 35．月出松 36,加賀原 37．羽沢大道 ［千葉県］ 38．内野第 1 39．大膳野南

図6

ン
プ
遺
跡
、
平
和
坂
遺
跡
、
蟹
ヶ
沢
遺
跡
、
新
戸

当
麻
遺
跡
第
3
地
点
、
上
中
丸
遺
跡
、
座
間
キ
ャ

川
尻
中
村
遺
跡
、

寺
原
遺
跡
、
大
地
開
一
戸
遺
跡
、

県
〕
尾
崎
遺
跡
、
岡
上
丸
山
遺
跡
、
北
原
遺
跡
、

津
田
上
の
原
遺
跡
、
木
曾
森
野
遺
跡
‘
[
神
奈
川

加曾利EIV（新）式期の柄鏡形住居址分布

ウ
ン

(
T
N
T
)
 応
72
遺
跡
、
南
養
寺
遺
跡
、
野

B
地
域

中
原
遺
跡
[
東
京
都
]
新
山
遺
跡
、
多
摩
ニ
ュ

ー
タ

中
遺
跡
、
野
村
遺
跡
、
行
田
梅
木
平
遺
跡
、
田
篠

跡
、
三
原
田
遺
跡
、
白
川
傘
松
遺
跡
、
三
ツ
子
沢

[
群
馬
県
]
横
壁
中
村
遺
跡
、
長
野
原
一
本
松
遺

A
地
域

分
類
し
た
。

抽
出
し
た
。[

長
野
県
]
屋
代
遺
跡
、
郷
土
遺
跡
、

な
お
、
こ
れ
ら
の
住
居
址
は
、
次
の
遺
跡
よ
り

甕
、
周
溝
を
有
無
の
そ
れ
ぞ
れ

1
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

床
炉
、
石
囲
炉
、
埋
甕
炉
、
石
囲
埋
甕
炉
、
石
囲

土
器
片
炉
、
土
器
片
囲
炉
、
炉
な
し
）
、
敷
石
、
埋
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表1

時期
遺跡名

張出部 加曾利 加曾利 加曾利 加曾利 文献（所在地）
Em（古）式期 E皿（新）式期 EIV（古）式期 EW（新）式期

＇ 

屋代遺跡 あり 8 2 1 
長野県文化振興事業団絋 2000

（千曲市） なし IO 5 1 1 

郷土遺跡 あり l 4 長野県埋蔵文化財センター編

（小諸市） なし 10 2000 

横壁中村遺跡 あり 4 5 2 群馬県埋蔵文化財調査事業団

（群馬県長野原町） なし 14 12 編 2005

三原田遺跡 あり 2 4 
群馬県企業局開発課糊 I.980

（渋川市） なし 31 1 

野村遺跡 あり 3 2 2 
安中市教育委員会編 2003

（安中市） なし 1 

行田梅木平遺跡 あり 1 2 
山武考古学研究所編 1997

＇ 

（安中市） なし 2 

白川傘松遺跡 ，あり 2 1 2 群馬県埋蔵文化財調査事業団

（高崎市） なし 5 l 編 !996

， 田篠中原遺跡 あり 2 
群馬県埋蔵文化財調査事業団

（富岡市） な 7 2 編 1990

新山遺跡 あり 1 3 
新山第1遺跡調査団幅 1977

（東久留米市） なし 6 7 5 

TNT No 72遺跡 あり 2 9 6 
東京都生涯学習財団編 2004

（八王子市） なし 19 8 l I 

木曽森野遺跡 あり I 2 4 木曽森野地区遣跡調査団編

（町田市） なし 6 1989 

当麻遺跡第3地点 あり 2 3 神奈川県教育庁社会教育部

（相模原市） なし 11 5 3 文化財保護課編 !977b 

新戸遺跡 あり 2 5 l 神奈川県立埋蔵文化財センター

（相模原市） なし 編 1988

ニノ丸遺跡 あり 2 2 1 横浜市ふるさと歴史財団埋蔵

（横浜市） なし 17 10 2 1 文化財センター編 2003

月出松遺跡 あり 2 3 横浜市ふるさと歴史財団埋蔵

（横浜市） なし 21 文化財センター編 2005

大熊仲町遺跡 あり 4 横浜市ふるさと歴史財団埋蔵

（横浜市） なし 4 2 3 文化財センター編 2000

稲ヶ原A遺跡 あり 2 2 横浜市ふるさと歴史財団埋蔵

（横浜市） なし l 文化財センター編 1992

尾崎遺跡 あり 2 l 
神奈川県教育庁社会教育部

（神奈川県山北町） なし 4 5 2 文化財保護課蝙 1977a 

住居属性不明および時期不明は除く。
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0 40km 
t, 9,  1 

［長野県］ 1.屋代 2．郷士 3．淀の内西 4．洞 5．殿村 6．長塚 7花上寺 8．上の平 9.よせの台 JO．
棚畑

11.月見松 12．増野新切 ［群馬県］ 13．空沢 ［埼玉県］ 14．修理山 15.中）l|稲荷山 ［東京都］ 16．扇山

17. TNT No. 72 ［山梨県］ 18．石之坪 19.中谷［神奈川県］ 20．尾崎 21．潮見台 22．川尻中村 23.寺原

24.大地開士 25.荻野上ノ原第 2 26.当麻第3地点 27.蟹ヶ沢 28．稲ヶ原A 29.ニノ丸 30.大熊仲町 3
1.月出松

図7 潮見台型の分布図

は
、
加
曾
利

E
m（
古
）
式
期
に
は

[5
主
柱
穴

4

E
皿
（
古
）
式
期
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
柱
穴
型
式

八
0
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
[
82
小
張
出
]
は
加
曾
利

そ
の
比
率
は
増
加
し
、
加
曾
利
E

W
（
新
）
式
期
に
は

四
0
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
る
が
、
時
間
と
と
も
に

対
し
、

[
81
張
出
部
あ
り
]
が

一
七
軒
と
そ
の
比
率
は

時
期
に
は
、

[
83
張
出
部
な
し
]
の
住
居
址
二
七
軒
に

住
居
が
加
曾
利

E
皿
（
新
）
式
期
に
出
現
す
る
。
こ
の

A
地
域

（表

2
)

[
31
張
出
部
あ
り
]
の
柄
鏡
形

る
。 住
居
属
性
の
地
域
別
、
時
期
別
傾
向
を
み
て
み

（
二
）
住
居
属
性
の
地
域
差
と
時
間
的
変
遷

洋
光
台
猿
田
遺
跡

遺
跡
、
加
賀
原
遺
跡
、
桜
並
遺
跡
、
羽
沢
大
道
遺
跡
、

丸
遺
跡
、

ニ
ノ
丸
遺
跡
、
大
熊
仲
町
遺
跡
、
月
出
松

華
蔵
台
南
遺
跡
、
稲
ヶ
原

A
遺
跡
、
高
山
遺
跡
、
小

遺
跡
、
赤
田
地
区
遺
跡
油
ー
、
赤
田
地
区
遺
跡
応

15
、
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ー
セ
ン
ト
‘
[
如
主
柱
穴
5
本
]
お
よ
び

が
張
出
部
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
に
増
加
し
、

加
曾
利
E
W
（
新
）
式
期
に
は
、

半
数
が

[
h
埋
甕
あ
り
]

伝
主
柱
穴
4
本
]
が
四

0
パ

と
な
る
。

周
溝
は
加
曾
利
E
m

本
〕
‘
[
い
主
柱
穴
多
数
]
が
比
較
的
多
い
が
‘
[
如
主
柱
穴

5
本〕ヽ

[
5
主
柱
穴
6
本
]
‘
[
b
s
壁
柱
穴
]
や

[
5
柱
穴
な
し
]
も
あ
り
多
様

な
様
子
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
加
曾
利
E
m
（
新
）
式
期
に
な
る
と
、

[83
張
出
部
な
し
]
は
同
様
に
多
様
で
あ
る
が
、

[81
張
出
部
あ
り
]

で
は
[
畑
壁
柱
穴
]
と
[
畑
柱
穴
な
し
]
が
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
o

加
曾
利

E
w
（
新
）
式
期
に
な
る
と
[
畑
柱
穴
な
し
]
も
減
少
し
ヽ

ほ
と
ん
ど
が
[
b
s
壁
柱
穴
]
と
な
る
。
対
ピ
ッ
ト
は
、
張
出
部
が
出
現
す
る
前
の
加
曾
利
E
m
（
古
）
式
期
に
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
が
、

加
曾
利
E
皿
（
新
）
式
期
や
加
曾
利
E
W
（
古
）
式
期
に
は
二
五
パ
）
セ
ン
ト
程
度
、
加
曾
利
E
W
（
新
）
式
期
に
は
半
数
が

[
c
j
対
ピ
ッ
ト
あ

り
]
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
、

[81
張
出
部
あ
り
]

埋
甕
炉
]

は
減
少
し
、

西
石
囲
炉
]
と
ぶ
石
囲
埋
甕
炉
]
が
高
い
比
率
を
示
す
が
、
そ
の
後

[
5
石
囲

ほ
と
ん
ど
が
[
由
石
囲
炉
]
と
な
る
o

敷
石
は
ヽ
加
曾
利
E
皿
（
古
）
式
期
に
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
加
曾
利
E
皿

（
新
）
式
期
に
は
張
出
部
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
増
加
し
‘
[
印
張
出
部
な
し
]

B
地
域
（
表
3
)

す
る
。

[82
小
張
出
]

本
地
域
で
も
、

[31
張
出
部
あ
り
]

で
き
る
。
炉
型
式
は
、
加
曾
利
E
皿
（
古
）
式
期
に
は

の
半
数
は
[
如
対
ピ
ツ
ト
な
し
]
で
あ
る
と
い
う
見
方
も

の
住
居
址
の
半
数
、

[
5
張
出
部
あ
り
〕

の
住
居
址
の
ほ
と

ん
ど
が

[81
敷
石
あ
り
]
と
な
る
。
埋
甕
は
加
曾
利
EIII
（
古
）
式
期
に
は
三

0
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
が
埋
設
し
て
お
り
、
そ
の
後
そ
の
比
率

（
古
）
式
期
に
は
、
半
数
の
住
居
址
が
も
っ
て
い
た
が
、
次
第
に
そ
の
比
率
が
減
少
し
て
い
る
。

の
柄
鏡
形
住
居
が
加
曾
利
E
m
（
新
）
式
期
に
出
現
す
る
。
そ
の
比
率
は

A
地
域

よ
り
少
な
く
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
る
が
、
そ
の
後
急
速
に
高
ま
り
、
加
曾
利

E
N
（
新
）
式
期
に
は
九

0
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
増
加

は
、
加
曾
利
EIIl
（
古
）
式
期
に
は
二

0
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
る
が
、
加
曾
利
EIIl
（
新
）
式
期
に
な
る
と
減
少
し
、

加
曾
利
E
W
（
新
）
式
期
に
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
く
な
る
。
柱
穴
型
式
は
、
加
曾
利
E
m
（
古
）
式
期
に
は

[
5
主
柱
穴
6
本
]
が
二

0
パ
ー
セ
ン
ト
と
主
柱
穴
タ
イ
プ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
[
b
s
壁
柱

穴
]
や
伝
柱
穴
な
し
]
も
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

[81
張
出
部
な
し
]

で
は
主
柱
穴
タ
イ
プ
が
多
く
、

[
5
張
出
部
あ
り
]
で
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柱
穴
型
式

張
出
部

は

[bs
壁
柱
穴
]
が
中
心
と
な
る
が
、
主
柱
穴
タ
イ
プ
や

[bB
柱
穴
な
し
]
も
み
ら
れ
る
。
対
ピ
ッ
ト
は
、
加
曾
利
E
皿
（
古
）
式
期
に

[83

張
出
部
な
し
]
で
一
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
‘
[
釦
小
張
出
]
で
は
七

0
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
高
い
比
率
を
示
す
。
そ
の
後
[
印
張
出
部
な
し
]
で

は
比
率
が
下
が
る
が
、

[
5
張
出
部
あ
り
]

ず
に

[
5
地
床
炉
]
の
比
率
が
高
ま
り
、
加
曾
利

E
W
（
新
）
式
期
に
は

[
8
石
囲
炉
]
と

[
5
地
床
炉
]
は
同
程
度
の
比
率
と
な
る
。

[
5

敷
石
あ
り
]

の
住
居
址
は
、
加
曾
利
E
皿
（
古
）
式
期
に
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
加
曾
利
EIIl
（
新
）
式
期
に
は

址
の
ほ
と
ん
ど
が

[
5
敷
石
あ
り
]
と
な
る
が
、

[33
張
出
部
な
し
]

部
な
し
]
に

[
5
敷
石
な
し
]
が
多
い
傾
向
は
、
加
曾
利
E
N
式
期
に
も
継
続
す
る
が
、

[31
張
出
部
あ
り
]
で

[
5
敷
石
な
し
]
の
住
居

址
も
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
増
加
す
る
。

[
h
埋
甕
あ
り
]
は
加
曾
利
E
皿
（
古
）
式
期
の
住
居
址
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
高
く
、
特

に
盃
小
張
出
]

が
大
き
く
、

で
は
七

0
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
。
炉
型
式
は
、
加
曾
利
E
皿
（
古
）
式
期
に
は

ぶ
地
床
炉
]
が
高
い
比
率
を
示
す
。
加
曾
利
E
皿
（
新
）
式
期
に
な
る
と
、
張
出
部
の
有
無
に
か
か
わ
ら

は
ほ
と
ん
ど
が

[
h
埋
甕
あ
り
]

[
わ
埋
甕
な
し
]

で
あ
る
。
加
曾
利
E
皿
（
新
）
式
期
に
な
っ
て
も
‘
[
年
小
張
出
]

で
あ
る
。
周
溝
は

A
地
域
と
同
様
に
、
加
曾
利
EIII
（
古
）
式
期
に
は
半
数
の
住
居
址
が
も
っ
て
い
た
が
、

両
地
域
と
も
に
加
曾
利
EIII
（
新
）
式
期
に
出
現
し
、
そ
の
後
、
比
率
は
異
な
る
が
急
増
し
て
い
る
。

[82
小
張
出
]
は
地
域
差

A
地
域
で
は
わ
ず
か
し
か
検
出
さ
れ
ず
、

以
上
の
結
果
を
、
住
居
属
性
ご
と
に
両
地
域
を
対
比
さ
せ
て
整
理
す
る
。

次
第
に
そ
の
比
率
が
減
少
し
て
い
る
。

ー
セ
ン
ト
は

り
]
で
高
い
比
率
を
示
す
。
加
曾
利
E
W
（
新
）
式
期
に
は

炉
]
が
中
心
で
あ
り
、
次
い
で

や

厨
張
出
部
あ
り
]

B
地
域
で
も
加
曾
利

E
m（
新
）
式
期
以
降
は
減
少
し
て
い
る
。

[83
張
出
部
な
し
]
と

[82
小
張
出
]
は
主
柱
穴
タ
イ
プ
が
中
心
で
あ
り
、

[81
張
出
部
あ
り
]
は

[bs
壁
柱
穴
]
が
多
い
。

函
壁
柱
穴
]
は
‘
加
曾
利
EIII
（
古
）
式
期
に
す
で
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

で
七

0
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
が
、
敷
石
と
同
様
に
三

0
パ

[82
小
張
出
]

は
す
べ
て

[
5
敷
石
な
し
]

や

[81
張
出
部
あ

で
あ
る
。

[83
張
出

[
5
張
出
部
あ
り
]

の
住
居

[
8
石
囲
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表2 A地域の住居属性の分析 (168例）

時期
住居属性

加曾利Em（古）式期 加曾利Em（新）式期 加曾利EIV（古）式期 加曾利EN（新）式期

a1 あり 17 17 16 

a 
a2小張出張出部 I 

a3なし 72 27 6 4 

b1主柱穴4本 18 I 8 1 

b2主柱穴5本 8 4 2 1 I 1 

b3主柱穴6本 12 4 1 I 

b 

柱穴 b4主柱穴多数 19 I 1 I 

b5壁柱穴 11 4 7 3 5 2 14 

b6なし 4 6 7 I 10 I 

b7その他

C 
c1 あり I 4 5 8 

対ピット
c2なし 72 1 26 13 6 12 4 8 

d1地床炉 1 4 2 1 I I 

d2石囲炉 39 1 16 11 3 6 2 13 

d3埋甕炉 1 I 2 

d 
d4石囲埋甕炉 30 5 3 2 6 1 2 炉

d5石囲土器片炉

d6士器片囲炉

d7なし I 1 1 I 2 

e 
e1 あり 2 ， 15 5 17 2 15 

敷石
e2なし 70 l 18 2 1 2 I 

f 
flあり 24 I 13 12 3 13 3 ， 

埋甕
f2なし 48 14 5 3 4 I 7 

g g1 あり 34 4 1 I 3 

周溝
g2なし 38 I 23 16 5 17 4 13 
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表3 B地域の住居属性の分析 (227例）

時期

住居属性
加曾利Em（古）式期 加曾利Em（新）式期 加曾利EIV（古）式期 加曾利EN（新）式期

a1 あり ， 52 41 

a 
a2小張出

張出部 14 ， 1 

a3なし 52 41 19 5 

bl主柱穴4本 23 3 14 5 3 2 5 2 

b2杢柱穴5本 10 5 14 3 l 10 6 5 

b3主柱穴6本 10 4 4 1 I 

b 

柱穴
b4主柱穴多数

b5壁柱穴 6 1 6 I 7 3 37 29 

b6なし l 1 1 5 4 

b7その他 3 l 3 1 1 

C 
c1 あり 14 10 3 6 7 3 39 30 

対ピット
c2なし 37 4 38 3 2 16 1 13 5 11 

d1地床炉 13 3 15 1 4 12 21 5 16 

d2石囲炉 32 10 20 8 3 5 1 19 19 

d3埋甕炉 6 I 1 l 4 1 

d 
d4石囲埋甕炉 I 1 

炉

d5石囲土器片炉 I 1 8 2 

d6土器片囲炉 3 1 1 

d7なし 1 I 1 

e 
e1あり 1 4 8 1 1 36 31 

敷石
e2なし 51 10 41 ， 1 18 16 5 10 

f 
f1 あり 31 13 ， 8 8 ， 1 37 30 

埋甕
f2なし 21 1 32 1 1 10 15 5 11 

g g1 あり 31 12 15 ， 1 2 ， 5 6 

周溝
g2なし 21 2 26 8 17 1 43 35 
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(
-
）
住
居
属
性
を
用
い
た
分
析

な
っ
た
。

周
溝
埋
甕

す。

N 

加
曾
利
E
N
（
新
）
式
期
に
高
率
を
示
す
が
、

敷
石
炉
型
式

B
地
域
の

加
曾
利
EIII
（
古
）
式
期
に
は
地
域
差
が
あ
り
、

w（
新
）
式
期
に
は
、

[
5
張
出
部
あ
り
]

で
増
加
す
る
が
、

B
地
域
で
は
多
く
、
特
に

[82
小
張
出
]

二
0

¥
―1
0
パ
ー
セ
ン
ト
は

で
は
高
率
で
あ
る
。
加
曾
利
E

両
地
域
と
も
に
[
中
石
囲
炉
]
が
中
心
で
ぁ
る
が
、

B
地
域
で
は

[
5
地
床
炉
]
が
次
第
に
増
加
し
て
い
る
o

両
地
域
と
も
に
加
曾
利
E
皿
（
占
）
に
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
加
曾
利
E
m
（
新
）
式
期
に
増
加
す
る
。

[
5
張
出
部
あ
り
]

ま
る
。
し
か
し
、

[al
張
出
部
あ
り
]

で
も
、

対
ピ
ッ
ト

[
5
張
出
部
あ
り
]

で
は
、

[
5
敷
石
な
し
]
が
二

0
1
-
―1
0
パ
ー
セ
ン
ト
を
示

両
地
域
と
も
加
曾
利
EIII
（
古
）
式
期
に
は
約
半
数
が
埋
設
し
て
お
り
、
以
降
そ
の
比
率
が

[81
張
出
部
あ
り
]

―
1
0
~
1―
1
0
パ
ー
セ
ン
ト
は
埋
設
し
て
い
な
い
。

で
は
さ
ら
に
高

両
地
域
と
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
、
加
曾
利
EIll
（
古
）
式
期
に
は
半
数
の
住
居
址
が
も
つ
が
、
次
第
に
減
少
し
て
い
る
。

で
は
、

こ
の
よ
う
に
、
柄
鏡
形
住
居
は
、
加
曾
利
E

皿
（
新
）
式
期
にA
地
域
•
B

地
域
の
両
地
域
に
出
現
す
る
が
、
柄
鏡
形
住
居
の
特
徴
と
さ

れ
る
壁
柱
穴
、
対
ピ
ッ
ト
、
敷
石
、
埋
甕
は
、
出
現
前
の
加
曾
利
E
m
（
古
）
式
期
に
も
存
在
す
る
こ
と
や
、

E
W
（
新
）
式
期
に
な
っ
て
も
、

こ
れ
ら
を
も
た
な
い
柄
鏡
形
住
居
が
多
い
こ
と
な
ど
、
柄
鏡
形
住
居
が
も
つ
住
居
属
性
の
組
み
合
わ
せ
は
多
様
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

住
居
属
性
間
の
相
関
関
係
か
ら
み
た
張
出
部
の
起
源

以
上
の
両
地
域
の
検
討
結
果
か
ら
も
、
住
居
属
性
の
組
み
合
わ
せ
は
非
常
に
多
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
住
居

伍
対
ピ
ッ
ト
な
し
]

で
あ
る
。
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な
る
よ
う
に

(
4
)
 

三
）
対
応
分
析
の
方
法

リ
シ
ス
）
が
有
効
で
あ
る
。

図
8
)
。
こ
の
表
で
は
サ
ン
プ
ル
を
行
項
目
に

属
性
の
組
み
合
わ
せ
を
も
つ
住
居
址
を
分
類
し
、
そ
の
類
似
度
や
変
遷
を
論
じ
る
際
に
は
、
研
究
者
の
恣
意
性
を
如
何
に
排
除
す
る
か
が

―
つ
の
課
題
で
あ
る
。
研
究
者
の
主
観
に
も
と
づ
い
た
分
類
や
分
析
で
は
、
そ
の
結
論
や
解
釈
に
十
分
な
納
得
性
を
与
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
多
様
な
属
性
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
客
観
的
で
納
得
性
の
あ
る
住
居
属
性
間
の
関
連
性
を
導
く
分
析
方
法
と
し
て
多
変
量
解
析
が

あ
る
。
多
変
量
解
析
に
は
様
々
な
解
析
方
法
が
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
住
届
属
性
間
の
相
関
関
係
を
分
析
し
、
張
出
部
と
強
い
相
関
関

係
を
示
す
住
居
属
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
張
出
部
の
起
源
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
集
成
し
た
仕
居
属
性
は
張
出

部
の
有
無
や
炉
型
式
と
い
う
質
的
デ
ー
タ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
数
値
と
し
て
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
質
的
デ
ー
タ
間
の
相
関
関

係
を
数
値
で
、
視
党
的
に
把
握
す
る
方
法
と
し
て
は
、
多
変
量
解
析
の
分
析
法
の
一
っ
で
あ
る
対
応
分
析
（
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
・
ア
ナ

対
応
分
析
で
は
、
ク
ロ
ス
集
計
表
と
よ
ば
れ
る
サ
ン
プ
ル
ご
と
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
有
無
を

1
.
0
で
あ
ら
わ
し
た
表
を
作
成
す
る
こ
と

か
ら
始
め
る
。
簡
単
な
ク
ロ
ス
集
計
表
の
例
を
用
い
て
対
応
分
析
の
方
法
を
況
明
す
る

分
類
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
列
項
目
と
し
て
い
る
。
対
応
分
析
で
は
、
こ
の
表
を
行
列
と
み
な
し
て
、
行
項
目
と
列
項
目
の
相
関
が
最
大
に

つ
ま
り
、
表
の
左
上
か
ら
右
下
へ
向
か
う
対
角
線
上
に
、

替
え
を
行
う
。
し
か
し
、
こ
の
並
び
替
え
を
行
っ
た
と
し
て
も
実
際
に
は
対
角
線
上
に

1
の
セ
ル
が
直
線
的
に
並
ぶ
こ
と
は
な
く
、
あ
る

幅
を
も
っ
て
並
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
と
き
対
角
線
に
対
し
て
、

1
の
セ
ル
が
な
る
べ
く
並
ぶ
よ
う
に
、
行
と
列
の
双
方
の
並
び

1
の
セ
ル
が
位
置
す
る
幅
が
狭
い
ほ
ど
相
関
関
係
が
強
く
、
広
い

ほ
ど
相
関
関
係
が
弱
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
行
と
列
の
並
び
替
え
は
、
列
項
且
数
・
行
項
目
数
の
少
な
い
方
の
数
か
ら

1
を
引
い
た
回
数

行
わ
れ
（
こ
の
表
の
場
合
は
列
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
数
が
少
な
く
七
回
と
な
る
）
、
も
っ
と
も
相
関
関
係
が
強
い
も
の
か
ら
順
次
、

D
I
M
.
l• 
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=
-
）
対
応
分
析
か
ら
み
た
住
居
属
性
の
相
関
関
係

DIM.2・ 

•
D
I
M
.
7と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
並
び
替
え
の
都
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の

D
I
M
を
表
す
関
係
式
が
、
住
居
属
性
ご
と
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
・
ス
コ
ア
と
よ
ば
れ
る
係
数
を
用
い
て
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
係
数
は
絶
対
的
な
係
数
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

D
I
M
に
お
い
て
住
居

属
性
間
の
柑
対
的
な
関
係
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ス
コ
ア
の
値
が
近
い
住
居
属
性
間
は
相
関
関
係
が
強
い
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
こ
の
計
算
結
果
か
ら
、
も
っ
と
も
相
関
関
係
が
強
い

D
I
M
.
l
を
X
軸
に
、
次
に
相
関
関
係
が
強
い

D
I
M
.
2
を

Y
軸
に
、

ゴ
リ
ー
・
ス
コ
ア
の
値
を
座
標
の
数
値
と
し
て
配
置
し
た
C
S
F
a
c
t
o
r
 M
a
p
と
よ
ば
れ
る
散
布
図
が
作
成
さ
れ
る
。
こ
の
散
布
図
に
お
い

て
も
、
近
い
位
置
に
配
置
さ
れ
て
い
る
住
居
属
性
間
は
ど
相
関
関
係
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
散
布
図
の

X

軸
•
Y

軸
の

D
I
M
に
付
記
さ
れ
て
い
る
数
値
（
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
寄
与
率
と
よ
ば
れ
、
七
回
の
拉
び
替
え
が
、
ど
の
程
度
相
関
関
係
を
表
し
て
い

る
か
を
示
す
も
の
で
、

D
I
M
.
l
が
も
っ
と
も
大
き
く
、

D
I
M
.
7
ま
で
の
合
計
で
一

0
0
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

の
寄
与
率
の
合
計
値
が
六

0
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
れ
ば
相
関
関
係
が
強
い
と
判
断
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
複
雑
な
計
算
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
回
の
対
応
分
析
に
は
、

(version 3
.
3
.
2
)

」
を
用
い
た
。

R
は、

カ
テ

パ
ソ
コ
ン
上
で
動
作
す
る
「

R

フ
リ
ー
の
統
計
解
析
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ー
で
、
そ
の
ソ
ー
ス
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
世

界
中
の
研
究
者
に
よ
り
改
良
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
。
簡
単
な
コ
マ
ン
ド
入
力
で
各
種
の
統
計
計
算
が
行
え
、
そ
の
結
果
を
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
出
力
が
で
き
る
非
常
に
便
利
な
統
合
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
あ
る
。

R
に
は
、
様
々
な
統
計
分
析
を
行
う
た
め
の
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
多
く

用
意
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
対
応
分
析
で
は
、
「
F
a
c
t
o
M
i
n
e
R
」
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
用
い
た

（
金
二

0
0
九）。

今
回
の
分
析
で
は
、

A
.
B
両
地
域
の
差
異
や
時
期
的
な
変
遷
を
み
る
た
め
に
、
住
居
址
を
地
域
別
に
分
け
、
さ
ら
に
加
曾
利
E
m
（古）

式
期
か
ら

E
W
（
新
）
式
期
の

4
時
期
に
分
け
た
。
そ
し
て
、
住
居
属
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
列
項

H
に
、
住
居
址
を
行
項
目
に
配
置
し
た
ク

一
般
に
、

D
I
M
.
l
と
D
I
M
.
2
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る。 は ロ
ス
集
計
表
を
作
成
し
、
分
析
を
行
っ
た
。

対
応
分
析
の
結
果
と
し
て
出
力
さ
れ
た
散
布
図

(
C
s
F
a
c
t
o
r
 M
a
p
)

を
み
て
み
る

加
曾
利
E
皿
（
古
）
式
期

し
]
‘
面
埋
甕
炉
]
‘
[
釦
小
張
出
]

加
曾
利
E
N
（
古
）
式
期

対
ピ
ッ
ト
]
‘
[
b
s
壁
柱
穴
]
‘
[
8
石
囲
炉
]
が

[81
張
出
部
あ
り
]
に
近
い
。

加
曾
利
EIlI
（
古
）
式
期

石
]
‘
[
屁
壁
柱
穴
]
‘
[
8
埋
甕
炉
]
は
他
の
住
居
属
性
か
ら
離
れ
て
い
る
。

加
曾
利
E
皿
（
新
）
式
期

B
地
域

加
曾
利
E
N
（
新
）
式
期

寄
与
率
の
合
計
値
は
三

0
パ
ー
セ
ン
ト
と
小
さ
く
、
住
居
属
性
間
の
相
関
関
係
は
弱
い
。
特
に
[
畑
柱
穴
な

は
他
の
住
居
属
性
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。

寄
与
率
の
合
計
値
は
こ
こ
で
も
約
三

0
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
、
住
居
属
性
間
に
強
い
相
関
関
係
は
み
ら
れ
な

寄
与
率
の
合
計
値
は
約
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
わ
ず
か
に
増
加
す
る
。
こ
こ
で
も
[
h
埋
甕
]
と

寄
与
率
の
合
計
値
は
約
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
さ
ら
に
増
加
す
る
。
そ
の
中
で

寄
与
率
の
合
計
値
は
約
三
八
パ
）
セ
ン
ト
と
低
く
、
住
居
属
性
間
の
相
関
関
係
は
弱
い
。
と
く
に
、

寄
与
率
の
合
計
値
は
約
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
少
し
増
加
す
る
。
こ
こ
で
は
‘
[
釦
小
張
出
]
の
近
辺
に
は
他
の

住
居
属
性
が
な
い
。

[81
敷
石
]

は

[81
張
出
部
あ
り
]
に
近
い
が
、
[
b
s
壁
柱
穴
]
‘
[
5
対
ピ
ッ
ト
]
‘
[
h
埋
甕
〕

[
a
j

張
出
部
あ
り
]
に
近
い
。

[
5
主
柱
穴
多
数
]
と

[
g
周
溝
]
は
他
の
住
居
属
性
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。

は
、
少
し
離
れ
て
い

ぶ
張
出
部
あ
り
]
に
比
較
的
近
く
、

[bl
主
柱
穴

4
本
]
と

[dl
炉
な
し
]

[81
敷

[
h
埋
甕
]
‘
[
8
1
敷
石
「

[
5

[81
敷
石
]

居
属
性
、
特
に

[31
張
出
部
あ
り
]
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。

い
。
そ
の
中
で
、
[
h
埋
甕
]
と

[81
敷
石
]
は

は
他
の
住

加
曾
利

E
m
（
新
）
式
期

A
地
域

（図
9
＼
医

12
）。
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元データ 並び替え後データ

カ丁ゴリ
サンプル

A B C D E F G H 

1 1 

2 1 

3 1 1 1 

4 1 1 1 
＇ 

5 1 1 

6 1 I 

1 1 1 7 

1 1 8 

1 1 1 ， 
1 1 10 I 

サンプル
カテゴリー

G H D A F C E B 

1 N‘l.. 

2 l¥l‘l 

3 ト .J. 

4 ＼ l 

5 l|¥ 

6 l ¥ 

7 1 1 ¥l 

8 1 ¥ ヽl ， l、 l ¥ l 

10 1、1

ジ心゚沿ぷh叫虎ヽ
散布図 (CS factor map) 

（
ま
く

ミ。

｀ z.=l(-
l, 

t
I
 

7 

.E 

•G 

• H 
•F 

C 
A ． .. 

B 

-3 -2 -1 0 

DIM. 1 (34. 5%) 

3 4 

図8 対応分析の方法
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ら
か
に
な
っ
た
。

張
出
部
あ
り
]
と

小
張
出
]
と

l l 

a1 

し
〕
は
他
の
住
居
属
性
か
ら
大
き
く
離
れ
て
い
る
。
[
8
1
敷
石
]
‘
[
b
s
壁
柱
穴
『
[
5
対
ピ
ッ
ト
]
‘
[
h
埋
甕
]
は
[
8
1
張
出
部
あ
り
]
に

加
曾
利
E
N
（
新
）
式
期

函
張
出
部
な
し
]

（
四
）
対
応
分
析
の
結
果

寄
与
率
の
合
計
値
は
約
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
変
化
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
[
釦
小
張
出
]
と

寄
与
率
の
合
計
値
は
約
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
増
加
す
る
。
住
届
属
性
間
の
相
関
関
係
が
少
し
強
ま
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
こ
こ
で
は
、
[
b
s
壁
柱
穴
]
]
、
[
5
対
ピ
ッ
ト
]
‘
[
8
1
敷
石
]
]
、
[
h
埋
甕
]
が

は
こ
れ
ら
の
住
居
属
性
か
ら
大
き
く
離
れ
て
い
る
。

以
上
の
対
応
分
析
の
結
呆
か
ら
、
柄
鏡
形
住
居
址
の
特
徴
と
さ
れ
る
[
b
s
壁
柱
穴
]
‘
[
5
対
ピ
ッ
ト
]
‘
[
8
1
敷
石
]
‘
[
h
埋
甕
]
と
[
釦

小
張
出
]
‘
[
5
張
出
部
あ
り
]
の
相
関
関
係
を
み
て
み
る
。

A
.
B
両
地
域
と
も
に
張
出
部
出
現
以
前
の
加
曾
利
EIIl
（
古
）
式
期
に
は

[82

[
b
s
壁
柱
穴
]
‘
[
5
対
ピ
ッ
ト
]
‘
[
6
1
敷
石
]
‘
[
h
埋
甕
]

[
5
敷
石
]

の
相
関
関
係
は
弱
い
。
加
曾
利
EIII
（
新
）
式
期
に
な
る
と

の
相
関
関
係
の
み
が
み
ら
れ
、
[
b
s
壁
柱
穴
]
‘
[
5
対
ピ
ッ
ト
]
‘
[
h
埋
甕
]
は
‘
他
の
住
居
属
性
よ
り
少

し
強
い
程
度
で
あ
る
。
加
曾
利
E
N
（
古
）
式
期
に
な
る
と
次
第
に
、
こ
れ
ら
と
も
相
関
関
係
が
強
ま
り
、

E
W
（
新
）
式
期
に
な
り
柄
鏡
形

住
居
は
‘
[
畑
壁
柱
穴
]
‘
[
5
対
ピ
ッ
ト
]
‘
[
8
1
敷
石
]
‘
[
h
埋
甕
]
を
も
つ
と
い
う
斉
一
的
傾
向
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、

[82
小
張
出
]

と
こ
れ
ら
の
仕
居
属
性
と
は
、
ま
っ
た
く
相
関
関
係
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
も
潮
見
台
型
が
、
柄
鏡
形
住
居
の
起
源
で
な
い
こ
と
が
明

本
]
と

[31
張
出
部
あ
り
]
に
近
く
、

[bl
主
柱
穴

4

近
い
。 加
曾
利
E
N
（
古
）
式
期

玩
柱
穴
な
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加曾利E皿（古）式期 (73例）

散布図 (CS factor map) 

0-

N-

一＿ 石囲埋甕炉

扇］ 周溝•:m:「本 柱穴t~ し
CヽJ

゜
壁柱穴・張出部なし
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加曾利ElV（古）式期 (23例）
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加曾利EN（古）式期 (69例）

散布図 (CS factor map) 
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が
あ
る
。

(
-
）
柄
鏡
形
住
居
の
出
現
地
域

柄
鏡
形
住
居
は
、
加
曾
利
E
皿
（
新
）
式
期
の
ほ
ぼ
同
時
期
に

A
地
域
と

B
地
域
に
、
明
瞭
な
張
出
部
を
と
も
な
っ
て
出
現
し
た
。
し
か

し
、
ど
ち
ら
の
地
域
に
よ
り
早
く
出
現
し
た
か
を
、
現
時
点
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

断
は
埋
甕
を
中
心
と
し
た
出
土
士
器
の
型
式
綸
年
で
行
っ
て
い
る
。
は
た
し
て
土
器
編
年
を
も
と
に
、
こ
の
よ
う
な
わ
ず
か
な
時
期
差
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
谷
口
康
浩
と
永
瀬
史
人
は
、
南
関
東
で
出
土
し
た
加
曾
利
E
式
期
の
完
形
土
器
九
四
―
―
―

個
体
の
文
様
の
組
み
合
わ
せ
を
統
計
的
手
法
に
て
分
析
し
、
加
曾
利
E
式
土
器
の
細
別
編
年
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

口
・
永
瀬
二

0
0
八
）
。
多
変
量
解
析
の
数
最
化
三
類
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
、
比
較
的
斉
一
的
な
土
器
と
考
え
ら
れ
て
い
た
加
曾
利
E

式
土
器
に
お
い
て
も
、
そ
の
型
式
変
化
は
漸
移
的
で
あ
り
、
段
階
的
な
区
切
り
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
同
一
地
域
に

お
い
て
さ
え
加
曾
利
E
式
土
器
の
細
別
網
年
に
課
題
が
残
る
の
に
、
細
別
併
行
関
係
に
課
題
が
残
っ
て
い
る

A
地
域
と

B
地
域
で
は
よ
り

こ
の
よ
う
に
、
現
時
点
で
は
両
地
域
間
で
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
か
の
判
断
は
で
き
な
い
が
、
柄
鏡
形
住
居
の
出
現
地
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
と
同
様
に
重
要
な
課
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
特
異
な
形
状
を
し
た
柄
鏡
形
住
居
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
短
期
間
に

A
地
域
と

B
地
域
に

拡
散
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
遺
跡
内
で
は
、
柄
鏡
形
住
居
を
受
容
し
た
の
ち
に
は
、
遺
跡
内
の
ほ
と
ん
ど
の
住
居
が
柄
鏡

形
住
居
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
理
由
を
解
明
す
る
た
め
に
も
、
張
出
部
の
象
徴
的
意
味
を
考
え
る
必
要

一
層
難
し
い
で
あ
ろ
う
（
細
田
二

0
0
八）。

＞

考

察

（谷

一
般
に
、
柄
鏡
形
住
居
址
の
時
期
判
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（
二
）
張
出
部
の
象
徴
的
意
味

柄
鏡
形
住
居
は
、
分
布
域
や
住
居
属
性
の
検
討
か
ら
潮
見
台
型
を
起
源
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
加
曾
利
E
皿

（
新
）
式
期
に
明
瞭
な
細
長
い
張
出
部
を
も
っ
て
突
如
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
距
離
的
に
離
れ
た
二
つ
の
地
域
に
ほ
ぼ
同
時
に

出
現
し
、
こ
れ
ら
の
中
間
地
域
で
あ
る
埼
玉
県
西
部
地
域
で
は
、
加
曾
利

E
皿
（
新
）
式
期
の
柄
鏡
形
住
居
址
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
様
に
、
張
出
部
の
出
現
の
様
子
を
み
て
も
、
そ
の
拡
散
の
状
況
を
み
て
も
漸
移
的
な
形
態
変
化
や
拡
散
を
み
る
こ
と
が
で
き
ず
、
伝

播
・
系
統
論
で
は
理
解
が
難
し
い
。
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
西
部
地
域
に
位
置
す
る
集
落
群
の
出
源
期
の
柄
鏡

形
住
居
址
を
分
析
し
、
柄
鏡
形
住
屈
は
、
そ
れ
ま
で
の
住
居
属
性
の
組
み
合
わ
せ
を
捨
て
、
加
曾
利
EIII
（
新
）
式
期
に
突
然
出
現
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
多
様
な
住
居
属
性
の
組
み
合
わ
せ
を
引
き
継
ぎ
、
そ
こ
に
張
出
部
を
設
け
、
敷
石
・
周
礫
を
施
し
た
も
の
と
結

論
づ
け
た
。
本
稿
で
検
討
し
た

A
.
B
両
地
域
の
柄
鏡
形
住
居
も
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
前
時
期
か
ら
受
け
継
い
で
ぎ
た
住
居
属

性
の
組
み
合
わ
せ
に
、
張
出
部
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
川
島
二

0
一
七
）
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
張
出
部
を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
張
出
部
の
象
徴
的
意
味
を
考
え
る
と
き
に
、
張
出
部
と
比
較
的
相
関
関
係
が

強
い
辟
芸
柱
穴
、
対
ピ
ッ
ト
、
埋
甕
、
敷
石
の
意
味
も
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
張
出
部
と
こ
れ
ら
の
住
居
属
性
は
無
関
係
で
は
な

い
と
考
え
る
。
竪
穴
家
屋
の
空
間
分
節
や
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
か
ら
、
空
間
認
知
の
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
た
谷
口
康
浩
は
、
中
期

中
葉
ま
で
の
男
女
の
性
的
原
理
と
結
び
つ
い
た
二
元
論
的
な
空
間
分
節
が
、
中
期
後
葉
に
は
内
外
の
境
界
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
し
て
い
る
。
特
に
柄
鏡
形
敷
石
住
居
で
は
、
埋
甕
、
対
ピ
ッ
ト
、
敷
石
・
配
石
、
大
形
石
棒
、
石
皿
な
ど
で
主
軸
上
に
屋
内
空
間

と
外
界
と
の
境
界
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
主
軸
上
や
出
入
口
で
の
空
間
結
界
や
儀
礼
の
過
剰
な
発
達
の
背
景
に
は
、
中
期
末
の
社
会

変
動
に
対
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
強
化
・
再
編
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

（
谷
口
二

O
I
 

0
)
。

筆
者
も
、
張
出
部
の
意
味
は
や
は
り
そ
の
特
徴
的
な
形
状
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
屋
内
へ
の
出
入
り
口
と
考
え
ら
れ
る
細
長
い
張
出
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曾
利

E
皿

VI

お
わ
り
に

部
は
、
実
用
的
に
は
非
常
に
不
便
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
不
便
さ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
張
出
部
を
付
加
し
た
背
景
に
は
、
当
該
期
の
人
々

が
住
居
内
へ
の
侵
人
を
困
難
に
し
、
住
居
の
内
外
を
明
瞭
に
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
住
居
内
を
聖
域
化
す
る
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
張
出
部
と
比
較
的
相
関
が
み
ら
れ
る
、
壁
柱
穴
、
対
ピ
ッ
ト
、
敷
石
、
埋
甕
な
ど
も
張
出
部
と
同
じ
観
念
を
も
っ
て

い
た
住
居
属
性
で
あ
り
、
こ
れ
ら
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
そ
の
観
念
を
さ
ら
に
補
強
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
細

長
い
張
出
部
は
、
彼
ら
の
住
居
内
を
聖
域
化
す
る
観
念
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
加
曾
利

E
m（
新
）
式
期
に
新
た
に
採
用

し
た
住
居
属
性
で
あ
る
。

一
般
に
、
観
念
に
関
す
る
も
の
は
、
そ
の
観
念
を
受
容
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
意
味
が
あ
り
、
受
容
し
な
い
も
の
に
と
っ
て
は
全
く
意

味
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
張
出
部
が
、
観
念
を
表
象
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
観
念
を
受
容
・
共
有
す
る
集
団
に
は
瞬
く
間
に

伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
距
離
的
に
離
れ
た
集
団
に
ほ
ぼ
同
時
に
出
現
し
た
こ
と
、
そ
の
中
間
地
域
に
は
出
現
し
な
い
こ
と
、

受
容
し
た
遺
跡
で
は
、
そ
の
後
短
期
間
で
ほ
と
ん
ど
が
柄
鏡
形
住
居
に
な
る
と
い
う
様
相
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
る
。

柄
鏡
形
住
居
の
出
現
時
期
や
分
布
、
住
居
属
性
か
ら
柄
鏡
形
住
居
の
起
源
と
張
出
部
の
象
徴
的
意
味
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

柄
鏡
形
住
居
は
潮
見
台
型
を
起
源
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
住
居
形
態
に
、
張
出
部
を
付
加
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
住
居
内
を
聖
域
化
す
る
観
念
を
表
象
す
る
も
の
と
考
察
し
た
。
し
か
し
、
加

（
新
）
式
期
に
住
居
内
を
聖
域
化
す
る
観
念
が
急
速
に
進
ん
だ
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は

様
々
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
合
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
大
き
な
社
会
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
今
後
も
、
多
面
的
な
観
点
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て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

か
ら
こ
の
社
会
変
動
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

本
稿
は
、
平
成
二
九
年
一
一
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
国
史
学
会
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
起
稿
し
ま
し
た
。
発
表
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
駁
學
院
大
學
谷
口
康
浩
教
授
、
青
木
敬
准
教
授
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
谷
口
康
浩
教
授
に
は
作
成
に
あ
た
り
多
く
の

ご
指
導
、
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
中
島
将
太
氏
に
は
図
版
作
成
に
関
し
て
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し

註(
l
)

本
橋
は
、
川
崎
市
潮
見
台
遺
跡
の
加
曾
利

E
2
期
の
住
居
址

で
、
壁
が
突
出
し
た
部
分
に
埋
甕
を
埋
設
し
た
も
の
を
「
潮
見
台
型
」

と
呼
称
し
た
。
な
お
、
「
潮
見
台
型
」
住
居
址
の
定
義
は
必
ず
し
も
明

確
で
は
な
い
が
、
こ
の
呼
称
は
す
で
に
定
着
し
て
い
る
た
め
、
本
稿

で
は
「
小
張
出
部
を
も
つ
」
住
居
址
と
い
う
広
い
定
義
で
使
用
す
る
。

(
2
)

本
稿
で
の
時
期
比
定
は
、
「
埼
玉
編
年
」
を
基
軸
と
し
た
細
田
勝

の
細
分
に
従
い
、
特
に
加
曾
利

E
m
（
新
）
式
期
は
、
吉
井
城
山
類
型
、

渦
巻
文
士
器
が
出
現
す
る
段
階
と
し
た
（
細
田
二

0
0
八
）
。
な
お
出

土
土
器
か
ら
の
時
期
判
別
が
複
数
の
時
期
に
ま
た
が
る
も
の
は
、
最

新
の
時
期
を
採
用
し
た
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
加
曾
利
E
皿

式
期
お
よ
び
加
曾
利
E
I
V
式
期
の
「
古
段
階
」
を
（
古
）
、
「
新
段
階
」

を
（
新
）
と
表
し
た
。

(
3
)

主
柱
穴
が

7
本
以
上
で
、
壁
柱
穴
の
様
に
壁
際
に
配
置
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
主
体
部
の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
る
も
の
を
「
主
柱

穴
多
数
」
と
し
た
。

(
4
)

対
応
分
析
に
は
、

2
元
の
ク
ロ
ス
集
計
表
を
分
析
す
る
対
応
分

析

(
S
i
m
p
l
e
C
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
c
e
)
と
、
今
回
の
様
に
多
項
目
の
ク
ロ

ス
集
計
表
を
分
析
す
る
多
重
対
応
分
析

(
M巨
iple
C
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
c
e
)
 

が
あ
る
c
・
多
重
対
応
分
析
の
場
合
は
、

1
.
0
で
あ
ら
わ
し
た
ク
ロ

ス
集
計
表
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
対
応
分
析
は
、
林
知
己

夫
が
提
唱
し
た
手
法
の
数
量
化

m類
と
数
学
的
に
同
値
と
さ
れ
て
い

る
分
析
手
法
で
あ
り
、
質
的
デ
ー
タ
の
多
元
解
析
に
は
非
常
に
有
効

な
手
法
で
あ
る
。

(
5
)

櫛
原
功
一
は
、
長
野
県
や
関
東
地
方
西
部
地
の
中
期
末
か
ら
後

期
中
葉
ま
で
の
柄
鏡
形
住
居
址
の
柱
穴
配
置
を
分
類
し
、
そ
の
消
長
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を
検
討
し
た
結
果
、
「
柄
鏡
形
住
居
は
、
中
期
後
半
ま
で
の
主
柱
構
造

を
も
つ
竪
穴
住
居
に
柄
部
を
付
加
し
た
形
で
出
現
し
た
」
と
述
べ
て

い
る
（
櫛
原
一
九
九
五
）
。
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